
第 1 学年 総合的な学習の時間（人権）学習指導案 

１ 主 題  共に生きる 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

 高齢者の人権を尊重することが、自分の幸せにつながることに気付かせ、互いを認め合える社会を実現

しようとする態度を育てる。 

４ 指導計画 

                   

 

 

 

  

〇総合的な学習の時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

４月 シーガル病院について（出前授業）   ５月 小渦会春季運動会に参加 

【障がい者の人権】 

〇学級活動・・・・・・・・・・・２時間 

「メガネと補聴器」（わたしの願い） 

「ユニバーサルデザイン」について 

〇総合的な学習の時間・・・・・・１時間 

「藤岡明美さん講演会」 

・障がいと向き合い、夢をもって前向きに 

生きる姿に共感し、自分を振り返らせる。 

【高齢者の人権】 

〇総合的な学習の時間・・・・・・２時間 

「高齢者疑似体験」 

「認知症キッズサポーター養成講座」 

・多様な視点から、自らがどう関わってい

くべきかを考えさせる。 

 

〇総合的な学習の時間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間  

「高齢者を取り巻く状況と課題」（“あわ”人権学習ハンドブック） 

・高齢者を取り巻く問題を見つけ、問題解決に向けて考えさせる。 

〇総合的な学習の時間 

       ・・・１時間 

「障がい者福祉について」 

（出前授業） 

 辻井 善弘 さん 

〇総合的な学習の時間 

       ・・・１時間 

「子ども食堂について」 

（出前授業） 

尾形 丹士 さん 

〇総合的な学習の時間 

      ・・・１時間 

「高齢者グループホーム 

そよかぜ」 

事業所訪問 

〇総合的な学習の時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間（本時２/２）   

「寂しさの影に･･････」（わたしの願い） 

・すべての人が安心して暮らせる社会を考えさせる。 

・高齢者と共に生きる上で、自分がどう関わっていくかを考えさせる。 

〇総合的な学習の時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 

「防災と人権、地域の防災」 

・地域の一員として、災害発生時の課題と対処の仕方について考えさせることにより、自分に

できることややるべきことをとらえ、実践しようとする態度を育てる。 



 

５ 本時の学習 

（１） 目 標 

高齢者の人権を守り、自分がどう関わっていくかを考えることで、すべての人が安心して暮ら

せる社会を築いていこうとする意欲を高める。 

 

（２） 普遍的な学習のテーマ   共に生きる  

個別人権課題名      高齢者 

 

（３） 展 開 

     学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

２ 高齢者と共に、よりよい社会を築くた 

めに、必要なことはどのようなことかを考

え、発表する。 

 

 

 

３ これから高齢者と共に生きていく上で、

何を大切にしていきたいかを発表する。 

〇高齢者やその家族への思いを振り返らせる。 

 

 

〇自分の意見を発表したり、仲間の意見を聞いたりし

て、考えを深められるように助言する。   ② 

〇高齢者の立場になって考えることが、将来の自分に

もつながることに気付かせる。   

 

 

〇自分の生活を振り返り、自分にできることを考えさ

せる。                  ① 

 

 

（４） 評 価 

  〇高齢者と共に生きていく上で、自分がどう関わっていくか考え、実践しようとする意欲の高まり 

が見られたか。                        【価値的・態度的側面】① 

  〇仲間の意見をしっかり受けとめ、自分の思いや考えを伝えることができたか。 

                                      【技能的側面】② 

 

 

 

 

 

 

 


